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あなたの声を
あなたの思いを
市政に届けます

　本年4月から、厚生労働省の主導により、妊婦を対象とした
RSウイルス感染症に対する「母子免疫ワクチン」の定期接種が
始まります。 
　しかし、制度がスタートすることと、妊婦の皆様が「安心して
接種できる環境」が整うことは、必ずしもイコールではありま
せん。「そもそもRSウイルスとは何か」「副反応への不安」「費用
負担」など、当事者が抱く切実な疑問に答えることが不可欠で
す。どれほど立派な制度を作っても、正確な情報が市民に届か
なければ意味がありません。
　そこで今回は、現場で対象者と向き合う行政の認識と準備
状況を質しました。
　・ワクチン接種に伴うリスクや副反応の評価
　•市内医療機関の現場状況の把握
　•行政としての説明責任と情報提供のあり方
これらの点について、市民の不安に寄り添った対応を一般質
問にて問いただしました。



①空き家対策協議会が設置されます

②犯罪被害者等支援条例が制定されます

③子ども誰でも通園制度が始まります

④トイレの洋式化に伴い、シルバー人材センター・学童保育・保健    

　センターのトイレが改修されます

⑤小中学校体育館等の空調が整備されます

⑥小学校給食費が無償化されます

⑦RSウイルスワクチンの定期接種が始まります

⑧エコピアなかがわの外壁が改修されます

⑨通級指導教室が拠点式から循環式に変更されます

⑩春田・高取・野入公園にボール遊び用フェンスが設置されます

6千174万円余

1千574万円余

237億

16億

令和8年度一般会計予算

対前年比7.3％増

令和8年3月那珂川市議会定例会 「RSウイルスワクチン接種の副反応や安全性は」

■副反応や安全性に関する説明はどう行うのか

■ワクチンの種類の違いを分かりやすく説明できるのか

■健康被害が生じた場合の相談体制の強化を

■情報アプリを活用した迷わない環境づくりを

■市ホームページに特設ページを設けるべきでは

会期26日間（2月26日から3月23日まで）

議案32件、諮問1件が上程され審議されました。 妊婦が安心して接種を判断できるよう、副反応や安全性について
どのように説明するのか。

接種機会を逃すことがないよう、RSウイルスワクチンを正しく理解
していただけるよう取り組む。

「母子免疫ワクチン」と「抗体製剤」があり、違いが分かりにくい。母子
手帳交付時に、図解などを用いて分かりやすく説明するべきでは。

チラシを活用し、分かりやすい説明となるよう工夫する。

万が一健康被害が生じた場合、相談窓口の明確化と救済制度
の案内が必要。市の相談体制を拡充すべきでは。

市の窓口として「こども応援課」で相談を受け、書類作成や医療機関
との調整など必要に応じてサポートする。

妊婦が迷わず判断できるよう、情報アプリの活用を進めるべきでは。

子育てアプリ「母子モ」を活用し、プッシュ型でタイムリーな接種勧
奨を行う。

制度開始に伴い、問い合わせの
増加が予想される。妊婦が混乱
しないよう、RSウイルスワクチンの
特設ページを作るべきでは。

自治体として積極的に接種
勧奨を行う観点から、特化
したページを作成する。

詳しくは、春田ともあきホームページ　http://haru3.net/　をご覧ください。


